
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
過
日
の
台
風
一
過
（
い
っ
か
）

か
ら
、
よ
う
や
く
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
昨
今
、
境

内
で
も
虫
の
声
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

外
国
の
方
は
、
日
本
の
仲
秋
の
風
物
詩
で
も
あ
る
、
こ

の
よ
う
な
「
虫
の
声
」
は
、
俄
（
に
わ
か
）
に
は
信
じ

が
た
い
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
、「
ノ
イ
ズ
」、
つ
ま
り

は
、
雑
音
（
ざ
つ
お
ん
）
と
感
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

折
節
（
お
り
ふ
し
）
の
移
り
変
わ
り
を
、「
花
鳥
風
月

（
か
ち
ょ
う
ふ
う
げ
つ
）」
を
愛
（
め
）
で
つ
つ
過
ご
し

て
き
た
日
本
人
の
伝
統
的
な
情
緒
（
じ
ょ
う
ち
ょ
）、
今

さ
ら
な
が
ら
、
日
本
人
で
よ
か
っ
た
と
、
あ
り
が
た
く

感
謝
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

◇
昨
年
九
月
に
、
モ
ナ
コ
で
開
か
れ
た
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
総
会
で
採
択
さ
れ
た

報
告
書
に
よ
る
と
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
極
地
（
南
極

や
北
極
）
や
山
岳
地
域
の
氷
床(

ひ
ょ
う
し
ょ
う)

の
融

解
（
ゆ
う
か
い
）
で
、
海
面
水
位
の
上
昇
が
加
速
し
て

お
り
、
状
況
は
不
可
逆
的
（
ふ
か
ぎ
ゃ
く
て
き
）
な
転

換
点
（
て
ん
か
ん
て
ん 

テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ 

ポ
イ
ン
ト
）

を
越
え
た
と
警
告
し
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
は
、
元
の

状
態
に
戻
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

大
自
然
は
、
厳
し
い
爪
痕
（
つ
め
あ
と
） 

     

を
残
し
、
尊
い
人
の
命
さ
え
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

今
夏
の
西
日
本
豪
雨
災
害
、
特
別
警
報
の
出
せ
ら
れ
た

過
日
の
台
風
し
か
り
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
を
目

の
当
た
り
に
し
て
は
じ
め
て
、
人
間
も
大
自
然
の
一
員

に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。 

ま
さ
し

く
、「
厳
父
（
げ
ん
ぷ
）」
で
す
。 

正
し
く
恐
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
大

自
然
は
、
折
節
の
移
ろ
い
に
、
花
鳥
風
月
、
私
ど
も
の

心
を
和
め
て
く
れ
ま
す
し
、
豊
か
な
恵
み
を
与
え
て
い

た
だ
け
ま
す
。 

こ
れ
こ
そ
「
慈
母
（
じ
ぼ
）」、
感
謝

の
心
で
、
敬
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

自
然
災
害

さ
ら
に
、
今
、
私
共
が
、
さ
ら
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍

も
そ
う
で
す
が
、「
三
つ
の
備
え
」
が
必
要
で
す
。 

ひ

と
つ
は
、「
物
の
備
え
」、
昨
今
は
、「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
ク
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
必
需
品
の
備
蓄

で
す
。 

さ
ら
に
、「
行
動
の
備
え
」、
こ
れ
は
、
避
難

行
動
、
非
常
事
態
に
対
応
す
る
備
え
で
す
。 

そ
し
て
、

一
番
大
事
な
の
が
、「
心
の
備
え
」
で
す
。 

「
厳
父
」

を
「
恐
れ
」、「
慈
母
」
を
「
敬
う
」、
こ
の
「
恐
れ
」
と

「
敬
う
」
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
心
で
あ
る
、「
恐
（
か
し
こ
）

む
」
と
い
う
「
心
の
備
え
」
が
、
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 
 
 

 

◇
目
下
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
人
の
移
動
や
集
会
と
い
う
行

動
に
制
約
が
生
（
し
ょ
う
）
じ
て
、
さ
ら
に
経
済
も
立

ち
行
か
な
く
な
る
、
目
詰
（
め
づ
）
ま
り
を
起
し
て
い

る
状
況
は
、
か
な
り
、
深
刻
で
す
。 

繰
り
返
さ
れ
る

報
道
や
情
報
等
、
不
安
や
恐
怖
に
心
が
沈
み
が
ち
で
す
。 

 

あ
る
が
ま
ま
に
見
つ
め
、
受
け
入
れ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。 

な
か
な
か
に
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
受
け
入
れ
る
、
そ
の
た
め
に
は
、

「
癒
（
い
や
）
し
」「
和
（
な
ご
）
み
」、
そ
し
て
、「
安

（
や
す
）
ら
ぎ
」
と
い
う
処
方
箋
（
し
ょ
ほ
う
せ
ん
）

が
、
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◇
さ
て
、
一
年
で
二
番
目
に
美
し
い
と
さ
れ
る
「
お
月

見
」、
何
と
い
う
月
で
、
い
つ
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
ご

存
知
で
す
か
。 

も
ち
ろ
ん
、
一
番
美
し
い
と
さ
れ
る

月
は
、「
仲
秋
の
名
月
」
で
、
旧
暦
の
八
月
十
五
日
で
、

今
年
は
明
日
の
十
月
一
日
で
す
。 

一
年
で
二
番
目
に

美
し
い
と
さ
れ
る
月
は
、「
十
三
夜
月
（
じ
ゅ
う
さ
ん
や

づ
き
）」
で
、
旧
暦
の
九
月
十
三
日
で
、
今
年
は
、
十
月

二
十
九
日
で
す
。 

昔
か
ら
、
こ
の
両
方
の
月
を
見
て
、

愛
（
め
）
で
な
い
と
「
片
見
月
（
か
た
み
つ
き
）」
と
い

っ
て
縁
起
が
悪
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

「
仲
秋
の
名
月
」

は
、
音
楽
を
奏
で
、
宴
を
催
す
宮
廷
貴
族
の
年
中
行
事

で
し
た
。 

そ
れ
に
対
し
て
、「
十
三
夜
月
」
は
、
月
に

宿
る
と
さ
れ
た
水
の
神
様
に
、
里
芋
や
果
物
等
を
お
供

え
し
、
感
謝
す
る
、
庶
民
の
信
仰
の
行
事
で
し
た
。 

そ

の
感
謝
を
捧
げ
る
行
事
の
、「
十
三
夜
月
」
を
忘
れ
な
い

た
め
に
、「
片
見
月
」
と
い
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。 
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◇
当
宮
の
正
面
鳥
居
の
左
の
柱
に
は
、「
月
色
清
人
心

（
げ
っ
し
ょ
く
せ
い
じ
ん
し
ん
）」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。 
来
月
の
仲
秋
の
名
月
と
十
三
夜
月
を
愛
で
ら
れ
、

「
片
手
落
ち
」
な
ら
ぬ
「
片
見
月
」
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ

う
、
ど
う
ぞ
、
そ
の
美
し
い
月
の
光
で
、
不
安
や
恐
怖

の
心
が
、
清
め
ら
れ
ま
す
「
処
方
箋
」
と
な
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
前
号
に
も
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
進
化

生
物
学
者
の
長
谷
川
眞
理
子
先
生
は
、「
人
は
本
来
、
助

け
合
う
生
き
物
と
し
て
進
化
し
て
き
た
」
と
述
べ
ら
れ
、

さ
ら
に
、「
な
ぜ
人
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
利
他
的
な
行

動
が
進
化
し
た
の
か
、
そ
れ
は
、
人
に
《
心
》
が
あ
っ

た
か
ら
だ
」
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。 

人
の
身
体
が
、

進
化
に
よ
っ
て
適
応
的
（
て
き
お
う
て
き
）
に
つ
く
ら

れ
た
よ
う
に
、
人
の
心
も
、
ま
た
、
進
化
し
た
の
だ
そ

う
で
す
。 

心
が
清
ま
れ
ば
、
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、

心
が
進
化
す
れ
ば
、
不
安
や
恐
怖
を
受
け
入
れ
て
い
く

な
か
で
、
柔
（
や
わ
）
ら
か
く
適
応
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

「
月
色
清
人
心
」、
癒
さ
れ
、
和
み
、
安
ら
ぎ
つ
つ
、
い

つ
も
清
ら
か
な
心
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

ご
自

愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
九
月
の
祭
典
行
事
会
議
報
告 

 

▼
手
水
舎
を
花
手
水
に
し
ま
し
た
！
＊
九
月
二
十
日
～
二
十
二
日 

 

▼
月
次
祭 

＊
九
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
九
月
一
日 

 

▼
若
宮
神
社
例
祭 

＊
九
月
四
日 

 

▼
秋
季
祖
霊
祭 

＊
九
月
二
十
二
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
神
社
庁
顧
問
参
与
会 

＊
九
月
九
日 

 
 

◆
神
道
政
治
連
盟
研
修
会 

＊
九
月
九
日 

 
 

◆
神
社
庁
教
化
委
員
会
、
な
ら
び
に
神
宮
大
麻

増
頒
布
推
進
委
員
会 

＊
九
月
二
十
四
日 

◆
神
社
庁
臨
時
役
員
会 

＊
八
月
二
十
七
日 

 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
活
動 

 
 

◆
集
合
教
誨
（
男
子
） 

＊
九
月
十
四
日 

 
 

◆
釈
放
前
指
導
講
話(

男
子)  

＊
九
月
十
五
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◆
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会
に
て
卓
話 

 
 
 

＊
九
月
二
日 

※
「
日
々
是
好
日 

～
４
Ｋ
プ

ラ
ス
Ｒ
Ｏ
Ｙ
の
暮
ら
し
を
～
」
と
題
し
て
三

十
分
の
卓
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
！ 

 
 

◆
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

＊
九
月
三
日 

 
 

◆
下
関
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
リ
モ
ー
ト
取
材 

 

＊
九
月
八
日 
※
十
月
一
日
よ
り
下
関
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
「
下
関
人
物
伝
」
に
出
演
が

決
ま
り
、
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
九
月
十
六
日 

 
 

◆
彦
島
怪
談
夜
会
が
、
ド
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー
形
式

で
、
境
内
で
開
催 

＊
九
月
二
十
日 

 

 
 
 
 

※
怪
談
界
で
は
有
名
な
「
あ
み
ぃ
」
さ
ん
を

お
迎
え
し
、
午
後
七
時
よ
り
開
催
。 
開

催
前
に
安
全
祈
願
祭
を
斎
行
、
さ
ら
に
開

演
の
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◆
人
権
相
談 

＊
九
月
二
十
九
日 

◇
十
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
早
起
会
参
拝 

＊
十
月
一
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
十
月
一
日 

 

▼
権
禰
宜
就
任
奉
告
祭 

＊
十
月
三
日 

 
 

※
愚
息
明
典
が
、
六
年
半
に
及
ぶ
島
根
県
松
江
市 

 
 

 
 
 

の
平
濱
八
幡
宮
の
奉
仕
を
無
事
終
了
し
、
当
宮 

 

 
 
 

の
権
禰
宜
に
就
任
し
ま
す
。 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
四
日
～
五
日 

 

※
四
日
の
前
夜
祭
で
は
、
湯
立
神
事
が
あ
り

ま
す
、
あ
わ
せ
て
愚
息
の
禰
宜
就 

 
 
 
 

任
奉
告
祭
を
斎
行
し
ま
す 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
十
日
～
十
一
日 

 

※
十
日
の
前
夜
祭
で
は
、
愚
息
の
禰
宜
就
任

奉
告
祭
を
斎
行
し
ま
す 

 

▼
舞
子
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
十
五
日 

 

▼
例
祭 

＊
十
月
十
七
日
～
十
八
日 

 
 

※
コ
ロ
ナ
禍
で
、
サ
イ
上
が
り
神
事
は
、
非
公
開 

 
 

 
 
 

で
斎
行
し
ま
す 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
月
二
十
一
日 

▼
十
月
限
定
御
朱
印 

 
 

＊
観
月
祭
限
定
、
秋
季
例
大
祭
限
定 

 
 
 

※
十
月
一
日
よ
り
頒
布
し
ま
す 

 
 


